
Ⅴ．資料

資料１ （ドイツ関係）
地域ごとの対象国リスト

（2008年2月現在）

地域 二国間援助対象国 地域別・テーマ別計画対象国

アフガニスタン
バングラデシュ
中国
インド
インドネシア
カンボジア 東ティモール
キルギス フィリピン

アジア
ラオス スリランカ
モンゴル
ネパール
パキスタン
タジキスタン
ウズベキスタン
ベトナム

アルバニア コーカサス・イニシアティブ
南東ヨーロッパ ボスニア・ヘルツェゴビナ （アルメニア、アゼルバイジャン、
コーカサス モンテネグロ グルジア）

セルビア／コソボ
ウクライナ モルドバ

ボリビア
ブラジル カリブ・プログラム
エクアドル （ドミニカ共和国、ハイチ、キューバ）

ラテンアメリカ グアテマラ
カリブ ホンジュラス コスタリカ

コロンビア エルサルバドル
メキシコ パラグアイ
ニカラグア
ペルー

エジプト ヨルダン
北アフリカ イエメン チュニジア
中東 モロッコ レバノン

パレスチナ自治地域 アルジェリア
シリア

エチオピア
アンゴラ
ベナン
ブルキナファソ
ブルンジ
ガーナ
カメルーン
ケニア
コンゴ民主共和国
マダガスカル
マリ 西アフリカ脆弱国家プログラム
マラウイ （コートジボワール、シエラレオネ、

サハラ以南アフリカ
モーリタニア リベリア、ギニア）
モザンビーク
ナミビア
ニジェール
ナイジェリア
ルワンダ
ザンビア
セネガル
スーダン（南スーダン）
南アフリカ
タンザニア
ウガンダ

(出所）外務省資料より作成
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よ
り

作
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資料３ （スウェーデン関係） 

 

対象国決定の際の考慮要因 

 

 

考慮要因 

 

指標等 

 

 １．貧困の程度と被援助国のニーズの 

   所在  

         

 

 

 

 

 

 

 

 

≫ 一人当たりＧＮＩ 

≫ 子供の栄養失調 

≫ ＨＩＶ／ＡＩＤＳの蔓延度 

≫ 悪化要因 

  （上記４要因によりニーズ指数を計算） 

≫  人間開発指数（ＵＮＤＰ指数) 

≫ 収入の分配 

≫ 初等教育修了率 

≫ ＧＤＰの伸び（１０年間の平均成長率） 

 

 

 ２．援助の効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

≫ 貧困者に明確に焦点を当てた国家開発戦略 

≫ 右戦略における権利の視点のインパクト 

≫ スウェーデンのこれまでの援助効果の査定 

≫ 良い統治の普及度（世銀ＣＰＩＡスコア） 

≫ 汚職の蔓延度（Transparency Internationalの国別ランク） 

≫ 援助の依存度 

≫ 全世界の援助額に占める当該国の相対比率 

 

 

 ３．人権の尊重と民主的な統治 

 

 

 

 

 

 

 

 

≫ 民主主義に向けた進展 

≫ 人権の尊重に向けた進展（主要な人権諸条約の批准状況、履行状

況、人権機関への協力など） 

≫ 市民社会との確実で、開放された協議プロセスと国家開発戦略の

広範な受諾 

≫ 人権状況を改善し、民主化への移行のために努力している機関等

への効果的な支援の潜在性 

 

 

 ４．スウェーデンの付加価値と比較 

優位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≫ スウェーデンの専門性に対する需要（スウェーデンの比較優位）

（スウェーデン産業界の利益と活動の範囲、スウェーデン政府機

関、ＮＧＯの活動） 

≫ ドナーとしてのスウェーデンの役割の長期的関係と変化（援助実

施年数、ドナーとしての相対的な重要性に関する援助量の変化 

（1995年と2005年の間の全ＯＤＡ中のスウェーデンのシェアの変

化） 

≫ 被援助国の特定部門における付加価値とノウハウ 

≫ 地域的な側面・援助の利益（近隣国におけるスウェーデンの援助

状況、援助の変化によって影響を受ける地域的なプロジェクトや

プログラムへの支援） 

≫ 他のドナーの被援助国に対する今後の援助計画 

≫ 進行中の和平プロセスへのスウェーデンの参加状況 

 

（出所）在スウェーデン日本国大使館ヒアリング資料より作成 
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資料４ （スウェーデン関係）

国際機関等を通じた開発援助の実施状況（２００７年）

○ 総額 １４，６０９百万SEK

（単位：百万SEK）

（注）

ＵＮＦＰＡ 国連人口基金
ＵＮＷＡＲＡ 国連パレスチナ難民救済機関
ＩＤＥＡ 民主主義及び選挙支援国際研究所
ＩＦＦＩｍ ワクチンと予防接種のための世界同盟
ＵＮＯＣＨＡ 国連人道問題調整部
ＵＮ Ｈａｂｉｔａｔ 国連人間居住計画
ＩＰＰＦ 国際家族計画連盟

（出所）在スウェーデン日本国大使館ヒアリング資料より作成

外務省 Sida

拠出額 8,912 拠出額 5,697

（内訳） 比率 （内訳） 比率

国連機関 3,531 ( 39.6 ) 国連機関 2,775 ( 48.7 )

ＵＮＤＰ 800 ( 9.0 ) ＵＮＤＰ 820 ( 14.4 )

ＵＮＨＣＲ 534 ( 6.0 ) ＵＮＩＣＥＦ 665 ( 11.7 )

ＵＮＩＣＥＦ 445 ( 5.0 ) ＷＨＯ 200 ( 3.5 )

ＵＮＦＰＡ 405 ( 4.5 ) ＦＡＯ 193 ( 3.4 )

ＷＦＰ 390 ( 4.4 ) ＵＮＯＣＨＡ 103 ( 1.8 )

ＵＮＷＲＡ 242 ( 2.7 ) ＵＮ Ｈａｂｉｔａｔ 101 ( 1.8 )

ＵＮＡＩＤＳ 222 ( 2.5 ) ＩＬＯ 76 ( 1.3 )

その他 493 ( 5.5 ) その他 617 ( 10.8 )

欧州委員会（ＥＣ） 1,727 ( 19.4 )

欧州評議会 3 ( 0.1 )

その他の国際機関 323 ( 5.7 )

開発銀行等 3,133 ( 35.2 ) 開発銀行等 1,101 ( 19.3 )

国際開発協会 2,050 ( 23.0 ) 世界銀行等 899 ( 15.8 )

アフリカ開発銀行 711 ( 8.0 ) その他 202 ( 3.5 )

その他 372 ( 4.2 )

その他 521 ( 5.8 ) 国際ＮＧＯｓ 1,379 ( 24.2 )

世界基金 429 ( 4.8 ) 国際赤十字委員会 340 ( 6.0 )

ＩＤＥＡ 42 ( 0.5 ) ＩＰＰＦ 105 ( 1.8 )

ＩＦＦＩｍ 18 ( 0.2 ) その他 934 ( 16.4 )

その他 32 ( 0.4 ) 官民パートナーシップ 117 ( 2.1 )
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を
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を
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献
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は
、
経
済
協
力

援
助
政
策
の
決
定
過
程

す
る
国
際
開
発
協
力
担
当
大
臣
。
援
助
政

略
の
下
、
外
務
省
が
O
D
A
の
企
画
・
立
案
に
関
す
開
発
省
（
B
M
Z
）
が
所
管
。
外
交
政
策
と
の
関
策
の
企
画
・
立
案
は
外
務
省
が
行
っ
て
い

る
調
整
の
中
核
を
担
う
。

連
で
は
、
外
務
省
と
協
議
。

る
。

・
実
施
機
関
の
数
が
多
い
。
中
心
と
な
る
の

援
助
実
施
体
制

・
2
0
0
8
年
1
0
月
に
J
IC
A
と
J
B
IC
の
円
借
款
部
門
を

・
外
務
省
多
国
間
開
発
協
力
局
（
国
際
機

は
、
ド
イ
ツ
技
術
協
力
公
社
（
G
T
Z
）
と
ド
イ
ツ

統
合
し
、
新
J
IC
A
の
下
、
円
借
款
・
無
償
資
金
協

関
を
担
当
）
等
お
よ
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
際

復
興
金
融
公
庫
（
K
fW
）
開
発
銀
行
。
（
そ
の

力
・
技
術
協
力
の
３
つ
の
援
助
手
法
を
一
元
的
に

開
発
協
力
庁
（
S
ID
A
：
二
国
間
援
助
を
担

他
、
国
際
再
教
育
開
発
公
社
（
In
W
E
ｎ
ｔ、
人

実
施
す
る
。

当
）
が
実
施
す
る
。

材
育
成
や
教
育
支
援
）
、
ド
イ
ツ
開
発
サ
ー
ビ

ス
公
社
（
D
E
D
、
開
発
援
助
要
員
の
派
遣
）
、

ド
イ
ツ
開
発
政
策
研
究
所
（
D
IE
）
等
が
実
施

に
関
わ
っ
て
い
る
。
）

・
外
務
省
は
政
策
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
対
象
と
し
た

評
価
制
度

・
分
野
横
断
的
な
観
点
か
ら
の
評
価
は
経
済

・
外
局
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
開
発
評
価
庁

評
価
を
重
点
的
に
行
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
レ
ベ
ル

協
力
開
発
省
が
実
施
し
、
個
別
の
案
件
は
、
（
S
A
D
E
W
）
が
、
S
ID
A
が
実
施
す
る
も
の
を

の
評
価
は
実
施
機
関
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
G
T
Z
や
K
fW
が
独
自
の
責
任
で
評
価
。

含
む
す
べ
て
の
開
発
援
助
の
効
果
を
分

る
。
評
価
の
客
観
性
を
確
保
す
る
た
め
、
第
三
者

析
・
評
価
す
る
。

に
よ
る
評
価
を
行
う
な
ど
、
外
部
の
視
点
を
入
れ

て
い
る
。

・
衆
議
院
で
は
主
に
予
算
委
員
会
、
外
務
委
員

議
会
の
関
与

・
独
連
邦
議
会
に
お
い
て
、
主
に
予
算
委
員

・
前
述
の
と
お
り
、
「
共
有
責
任
：
全
地
球
的

会
、
参
議
院
で
は
主
に
予
算
委
員
会
、
外
交
防
衛
会
（
本
会
議
の
全
て
の
予
算
関
連
の
決
定
を
発
展
の
た
め
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
策
」
を

委
員
会
、
政
府
開
発
援
助
等
特
別
委
員
会
に
お

準
備
）
及
び
経
済
協
力
開
発
委
員
会
（
援
助

国
会
が
承
認
。
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
政

い
て
、
O
D
A
の
政
策
か
ら
実
施
ま
で
に
つ
い
て
議

政
策
に
関
す
る
本
会
議
で
の
審
議
・
決
定
を

策
に
関
す
る
政
府
文
書
を
国
会
に
提
出

論
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
、
新
J
IC
A
設
立

準
備
）
が
援
助
政
策
に
関
与
。

し
、
国
会
が
こ
れ
を
採
択
。

の
た
め
の
「
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
可
決
、
参
議
院
政

府
開
発
援
助
等
特
別
委
員
会
に
よ
る
決
議
採
択

等
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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日
本

ド
イ

ツ
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン

二
国

間
援

助
と

多
国

間
援

助
の

割
合

（
２

０
０

７
年

）

二
国

間
O

D
A

７
６

％
（
５

８
．

３
億

ド
ル

）
６

６
％

（
８

０
．

７
億

ド
ル

）
６

８
％

（
２

９
．

６
億

ド
ル

）

国
際

機
関

に
対

す
る

拠
出

・
出

資
２

４
％

（
１

８
．

６
億

ド
ル

）
３

４
％

（
４

２
．

０
億

ド
ル

）
３

２
％

（
１

３
．

８
億

ド
ル

）

分
野

別
配

分
（
2
0
0
6
年

）
（
単

位
：
％

）

社
会

イ
ン

フ
ラ

２
２

．
０

３
４

．
５

３
４

．
９

経
済

イ
ン

フ
ラ

２
５

．
３

１
４

．
６

５
．

２
農

林
水

産
４

．
４

３
．

８
３

．
８

工
業

等
そ

の
他

７
．

８
７

．
２

９
．

７
人

道
支

援
２

．
３

３
．

７
１

１
．

０
プ

ロ
グ

ラ
ム

援
助

等
３

８
．

１
３

６
．

３
３

５
．

４
計

１
０

０
１

０
０

１
０

０

地
域

別
配

分
（
2
0
0
6
年

）
（
単

位
：
％

）

アア
ジジ

アア
２２

８８
．

９９
１１

７７
．

４４
１１

２２
．

９９
中

東
１

１
．

２
８

．
４

１
２

．
３

ア
フ

リ
カ

３
５

．
８

４
９

．
２

３
１

．
１

中
南

米
５

，
９

６
．

４
６

．
６

大
洋

州
１

．
０

０
．

０
０

．
０

欧
州

１
．

５
６

．
４

５
．

７
複

数
地

域
に

ま
た

が
る

援
助

等
１

５
．

７
１

２
．

３
３

１
．

５
計

１
０

０
１

０
０

１
０

０

贈
与

と
貸

付
の

比
率

（2
0
0
7
年

、
暫

定
値

）

贈
与

５
１

．
５

％
８

６
．

３
％

１
０

０
．

０
％

貸
付

４
８

．
５

％
１

３
．

７
％

０
．

０
％

N
G

O
向

け
援

助
額

（
2
0
0
6
年

）

N
G

O
（
国

内
）
支

援
額

１
億

2
1
6
万

ド
ル

（
報

告
な

し
）

１
億

5
,1

8
8
万

ド
ル

N
G

O
（
国

外
）
支

援
額

１
億

5
4
万

ド
ル

1
,4

9
8
万

ド
ル

9
9
7
万

ド
ル

※
D

A
C

に
報

告
は

さ
れ

て
い

な
い

が
、

2
0
0
7
年

度
に

お
い

て
、

ド
イ

ツ
経

済
協

力
開

発
省

は
N

G
O

に
対

し
て

3
,1

0
0
万

ユ
ー

ロ
（
約

4
,5

0
0
万

ド
ル

）
の

助
成

を
行

っ
た

。
※

な
お

、
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
で

は
、

約
4
0
0
あ

る
中

小
の

開
発

援
助

関
係

N
G

O
は

１
５

の
大

規
模

N
G

O
の

下
に

事
実

上
組

織
化

さ
れ

て
お

り
、

補
助

金
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
金

等
の

申
請

は
、

「
ア

ン
ブ

レ
ラ

組
織

」
と

呼
ば

れ
る

大
規

模
N

G
O

を
通

じ
て

S
ID

A
に

提
出

さ
れ

て
い

る
。

※
出

典
：
い

ず
れ

も
O

E
C

D
/
D

A
C

（
出

所
）
外

務
省

資
料

よ
り

作
成
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